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皆勤賞 ●隅倉 啓造会員　37年
●新川 宏人幹事　4年

5 本日のプログラム

本日のプログラム 西本　幸則ガバナー公式訪問例会

第2730地区都城北RC週報

1 会長の時間｜井上 俊朗 会長

クラブ会長テーマ 今日はRotaryの日だから！
と言えるクラブへ
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例会報告回第2738令和7年9月16日（火）

都城北ロータリークラブ
会長：井上 俊朗
幹事：新川 宏人

2 幹事報告｜新川 宏人 幹事

3 出席報告
46名
34名
11名

75.56%

●会員数
●出席会員数
●欠席数

●出席率

●9/2 10月定例理事：
井上、新川、木脇、田中、榎木(敏)
島田、瀬尾、竹内、橋詰、小玉、半代、
榎木(祐)、那須、戸高、森、清水

●9/13 会員増強・拡大セミナー：島田　

●9/16 LINE：園田、中原、黒木(興)、丹羽、真方

●9/16 クラブフォーラム：井上、榎木(敏)、木脇、
小玉、佐伯、清水、島田、新川、隅倉、瀬尾、
竹内、田中、田ノ上、戸高、中原、中村(か)、
中村(崇)、那須、西村、丹羽、橋詰、半代、
樋口、外勢、真方、松山、宮里、森、
黒木(興)、出口、白井、新原、富松

倉園、山口、東、磯貝、水久保 ⑤

（届有） 榎木（祐）、河野、倉園、黒木（洋）、
園田、吉原、山口、東、磯貝、油井
水久保（届無）

●前回修正出席率
●前々回修正出席率

9月9日：特別休会 ①
9月2日：88.89%

（出席免除者1名）

例会の
状　況

ＭＵ有
会 員

●9/2ＭＵ無

都城：小玉 忠、佐々木　慈舟
　　  二見 康之、田村 隆浩

都城中央：藤岡 宏教、鶴田 貞久
かのや東：山下 かすみ

●9/9

メーク
アップ

●9/9 特別休会 ①ＭＵ要

地区 他クラブ 他団体 報告

①

●西本ガバナー事務所

西本 幸則ガバナー公式訪問

9月ロータリーレート：１４７円
※ちなみに10,000円寄付した時→「68.03＄」

開催日時：2025年9月16日（火）18：30～20：30

【タイムスケジュール】 進行：田中俊行SAA

●18：30～　ガバナー入場
●18：35～　点鐘：井上 俊朗 会長
●18：36～　入会式：富松会員（西本ガバナーより）
●18：39～　ビジター並びにゲストの紹介

●19：00～19：20「ガバナーアドレス」西本幸則G
●19：30～19：45 記念写真撮影

会長の時間：井上俊朗 会長
幹 事 報 告：新川宏人 幹事
出 席 報 告：出席委員会
委員会報告：報告委員会

＊会長・会長エレクト・幹事懇談会17: 15～18 : 15

・本日9/16（火）例会終了後　臨時理事会
・来週9/23（火）祝日　休会

●クラブ報告

② 2025－26年度 第2回奉仕プロジェクト部門
勉強会（Zoom）のご案内

□開催日時：2025年10月27日（月）18：30～19：15
□対 象 者：ロータリアン、一般の方も参加可 
□講　　師：石岡 美奈子 氏（2730ジャパン
　　　　　 カレントロータリーEクラブ）
□会　　場：Zoom

・ミーティングID：846 7201 3274
・パスコード: 210129
・登録料：不要
左記2次元バーコードからご参加いただけます。

・点鐘
・合唱：我らの生業

・ゲスト：2025-26年度 国際ロータリー第2730地区西本 幸則（にしもと ゆきのり）ガバナー（延岡中央RC）

国際ロータリー第2730地区2025-26年度ガバナー

西本 幸則（延岡中央RC）

2025-26年度　宮崎県西部グループ
坂下 元信（さかした もとのぶ）ガバナー補佐（都城中央RC）
筆頭副幹事 岩佐 純一（いわさ じゅんいち）様（延岡中央RC）

・ビジター：なし
・オブザーバー：

　本日の会長の時間を務めさせていただきます。
　本日はガバナー公式訪問となっております。西本ガバナー　
都城北ロータリークラブにお越しいただきまして誠にありがと
うございます。
　本日は後半のプログラムの方で、皆様にとっての『居心地の良
いクラブとは』をお聞きする時間があります。各々、考えてこら
れていると思います。
　さて、その後半の時間は、私は司会をしていると思いますの
で、私なりの居心地の良いクラブとは？をこの会長の時間の中
でお話しできればと思います。
　以前も少しお話ししましたが、2016年に入会させていただ
きました。入会のきっかけは、お仕事で懇意にさせて頂いてい
る方からのほぼ強制的な誘いでした。皆様の中にも同じような
方や、断れない先輩からの、なかなかの圧力により入会された
方もいらっしゃるかもしれません。
　私はそこから、ロータリー活動を始めたのですが、正直最初
のころは、出席するのもちらほら、ロータリーの中身もわから
ず、当然自分が何をやっているのかわからない状態でした。
もっと言えば、平日の昼間という時間を捧げるのが苦痛に思う
こともありました。
しかし、沢山の先輩方に色々と少しずつ教わりながら、そして海
外の青少年の留学生に出会いながらとどんどんとロータリー沼
にはまっていきました。今では、この火曜日の昼間が『ロータ
リー』だから優先的にスケジュールを入れる。という生活に変
わり『今日はRotaryの日だから』というスローガンに続くこと
になりました。
　会社の中では私は生意気にも『代表取締役』という肩書で
す。当然、会社のかじ取りをしておりますし、会社における責任
はすべて私に帰属しています。だからこそ、『独裁』まではいき
ませんが、私の指示で業務の多くが決定することがあります。
　ただRotaryでは私は一番の下っ端だと考えるようにしてい

ます。Rotaryに入って、何かの頼まれごとに『NO』といったこ
とはありません。恐らくこれからもそうし続けると思います。な
ぜなら、経験値も何もかも諸先輩方には敵わないと考えている
からです。Rotary歴で言うと、やっと高校生に入学するくらい
の経験値です。そして下っ端だからです。
　でも、それこそが私の『居心地の良さ』です。会社では一番上
かもしれません。だからこそ見えないことが沢山あります。しか
し、Rotaryの中では違います。
　クラブの為や会員の為には自分が動き、クラブ運営のためな
らば、いつでも綸戦隊背を取っています。
　そうやって色々なことが学べる場所だと感じています。
これからも、その精神は変わらずに、このクラブの為に尽くして
いきたいと思える場所です。
　これが私なりと『居心地の良さ』です。
　今日は、皆様なりの『居心地の良いクラブとは』を聞ける時間
が設けられています。楽しみにしております。本日の会長の時間
を終わります。

〈例会〉

●謝辞：木脇 桂太郎 副会長
●点鐘

〈クラブフォーラム〉19：45～20：30
　司会進行：井上俊朗 会長
《テーマ》「居心地の良いクラブとは」
　西本幸則ガバナーとのフリートーク形式（全員）
　※入会3年未満の会員は義務出席でお願いします。
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ニコニコBOX

坂下 元信宮崎県西部ガバナー補佐 公式訪問よろしくお願い致します。

米山記念奨学会
黒木 興輔

37年皆勤賞有難うございました

会員の皆様、留学生のご協力ありがとうございました。

西本ガバナー、貴重なお話をありがとうございました。

教育振興基金

西本 幸則

ポリオプラス

島田 耕司 西本ガバナー、貴重なお話をありがとうございました。

周年事業

新川 宏人

清水 三郎

木脇 桂太郎

中村 崇志

西本ガバナー、坂下ガバナー補佐、
岩佐筆頭副知事、本日はありがとうございました。

西本ガバナー本日はありがとうございます。

西本ガバナー、坂下ガバナー補佐、
岩佐筆頭副知事、例会参加ありがとうございます。

西本ガバナーはじめ
地区役員の皆様でご訪問ありがとうございました。

隅倉 啓造

中村 崇志

● 9/  2（火）

● 9/30（火）

場所：ロイヤルホテル3F／時間：12：00～13：30

● 9/  9（火）特別休会①

● 9/23（火）祝日週の為、休会

● 9/16（火）場所：ロイヤルホテル2F／時間：18：30～20：30

場所：ロイヤルホテル3F／時間：12：00～13：30

例会事業名：青少年奉仕・IA担当『 IA・年次大会報告』

例会事業名：戦略計画委員会 担当『戦略計画担当例会』

例会事業名：SAA担当『西本ガバナー公式訪問』【夜間】
例会（食事）18：30～19：20／記念撮影 19：30～19：45／クラブフォーラム 19：45～20：30

今　回前回累計額 累計額

※ロータリー財団：［年間目標額］会員1名：$100
※米山記念奨学会：［年間目標額］会員1名：10,000円

ニコニコB OX

ロータリー財団

米山記念奨学会

教 育 振 興 基 金

ポ リ オ プ ラス

周 年 事 業

20,000円

55,500円

8,000円

123,000円

8,000円

45,000円

6,000円

0円

5,000円

2,000円

2,000円

10,000円

26,000円

55,500円

13,000円

125,000円

10,000円

55,000円

9月の例会予定表 基本的教育と識字率向上

公式訪問ガバナーアドレス

この度　唯一無二のガバナーめざし　笹山義弘直前ガバナーの
後を受けて　2025年～2026年度の国際ロータリー第2730地
区のガバナーに就任致しました　延岡中央ロータリークラブの
西本幸則でございます。どうぞ宜しくお願い致します。
私は　昨年10月に　青天の霹靂でご指名を受けまして　昨年
12月のガバナーエレクト ラーニングセミナー（GELS）と今
年2月の国際協議会に参加させて頂くためにマイロータリー
のラーニングセンターにて準備のための受講を受けまして　
アメリカのフロリダ州オーランドに行くことが出来ました。そ
こでブラジル・サンパウロ出身の国際ロータリー会長マリオ・
セザール・マルティンス・デ・カマルゴ氏よりテーマではなく
メッセージとして「UNITE FOR GOOD」「よいことのために
手を取りあおう」そして　会員増強を　私たちの組織の最優
先事項であり　最も価値ある資産であり　最大の課題である
と　強調しました。また　組織全体で会員増強に力を注ぐこ
とが　不可欠である。とも言い ロータリーの最大の財産は
『会員』だとも言いました。そして革新こそが　変化するこの
世界に　私達が適応する手段なのです。また若い会員を迎え
入れるだけではなく、目的やつながりを求める年配の方々にも
参加して頂く必要があります。それから継続性でロータリーは
　毎年リーダーが交代するという独特な課題に直面しています
が、そのリーダー同士が連携し自分の年度を超えてロータリー
を思い描けば　長期的な成功の土台が築かれます。分断され
がちな世界においてロータリーは団結の希望の光となります。
私たちのプロジェクトは人類、ジェンダー、性別、思想、経済的
背景の異なる人々を結び付け　世界で良いことをするという共
通の目的で私たちをひとつにします。そしてロータリーはより良
い人間となり、人々に奉仕をし末長いインパクトをもたらすよう
私たちを鼓舞します。楽しむことを忘れず成長、奉仕、つながり
の旅路を共に歩んで行きましょう。

新しいクラブの設立
２．衰えつつあるクラブの復活
３．伝統的クラブの強化
４．元会員の参加
５．青少年に働きかける

６．親睦
７．専門団体
８．未開発の地
９．行動の呼びかけ

それからロータリークラブは　だれのものでもない　次世代
に残すことが使命。変化の力　大胆に行動　心を込めて行動
　よいことを楽しんで仕事につなげるとＲＩ会長が言われまし
た。しかし残念ながら　RI会長の交代がありましたが　今年
度のRI会長フランチェスコ・アレッツォ氏も　メッセージを引
継ぎましたので　以上を念頭に置いて　国際ロータリー第
2730地区基本方針のメッセージとして「居心地の良いクラブ
とは」を掲げて退会防止に努め会員増強を行い　楽しいクラ
ブをつくりましょう。

「よいことのために手を取りあおう」の言葉のように　パストガ
バナーの指導を　受けながら　ガバナー補佐、部門長、委員
長、クラブ会長及び会員の皆様のご支援を切にお願い申し上げ
ます。
ところで10月17日(金)～19日(日)に延岡市で地区大会を開催致
しますので　どうか会員の皆様の　多数のご参加をお願い申し
上げます。尚　記念講演をオリンピック選手で延岡出身の松田
丈志氏とコーチの久世由美子氏に「夢を夢で終わらせない水泳
人生」の演題としてお話をして頂きます。
それから　国際大会の参加のお願いです。来年は台湾(台北)で
2026年6月13日(土)～17日(水)で開催が予定されています。
2730地区のみんなで　国際ロータリー最大のイベントを私と
一緒に楽しみましょう。この国際大会の企画ツアーが決まり次
第　ご案内させて　頂きますので　多数のご参加を宜しくお願
い致します。

最後に　私からのメッセージです。
「大変な１年より　やって良かった1年そして　エキサイティン
グでワクワクする報いの多いロータリーライフを楽しむ」という
事を心に秘めて　一緒に楽しみましょう。

１．大きな夢を持ちましょう。
２．チームワークは　成功の秘訣です。
３．計画にコミットしましょう。
４．行動を大きな声で語りましょう。
５．失敗を受け入れて　そこから学びましょう。
６．チームの努力を認め　必要ならば謝罪しましょう。
７．自分の役割を真剣に捉え成果を追求しましょう。
８．居心地のよい環境を作り　楽しみましょう。

地区活動計画

９の行動計画

１．革新：会員増強(衛星、分野特化型、法人、パスポートクラブ等)
２．継続性の重要性：地区リーダー同士の連携です。　
　  3年間の目標（３－YEAR-GOALS）を2年目の達成
３．パートナーシップの力・ポリオ根絶活動の歴史＝
　  ゲイツ財団、WHO,UNICEF

成長のために「不可欠な3つの柱」

①より大きなインパクトをもたらす。
②参加者の基盤を広げる
③参加者の積極的な
　かかわりを促す。
④適応力を高る。

ガバナー補佐の協力の重要性

①楽しむこと。
②公共イメージの向上。
③奉仕活動への支援。
④ロータリー財団への理解
⑤米山記念奨学会への協力

重点事項


